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１．研究計画の概要 
本研究の目的は、IVR（主にラジオ波）と全身化学療法

とを併用した治療の有用性を評価し、進行癌症例に対す

る新たな治療戦略を確立することである。具体的には、

体内に存在する癌細胞の大部分が肝臓に存在するよう

な進行大腸癌・胃癌症例（すなわち、肝転移が主な病変

であり、肝外には比較的小さな病変しかないような症

例）に対し、低侵襲治療である経皮的ラジオ波焼灼療法

で効率的に癌の減量治療を施行した後に化学療法を行

ない、化学療法単独治療群と比較して、生存率の改善が

認められるかどうかを検討する。 

２．研究の進捗状況 
ラジオ波と全身化学療法とを併用した集学的治療の有

用性は、現在までに大腸癌肝転移 120例超、胃癌肝転移

20 例超を治療し、切除不能例が多く含まれるにもかかわ

らず、肝切除と同等と思われる生存率が達成されており、

長期生存例も少なくないことから、示されてきている。

しかし、多施設共同でのランダム化比較試験に関しては、

現在の体制では資金等を考えても困難であり、今後どの

ようなスタディデザインにするかを検討中である。 

３．現在までの達成度 
ラジオ波と全身化学療法とを併用した集学的治療の有

用性は、学会等でも一定の評価を得られるようになって

きている。 
４．今後の研究の推進方策 

ラジオ波と全身化学療法とを併用した集学的治療の対

象となるような大腸癌肝転移、胃癌肝転移の患者をさら

に集めることにより、研究成果の評価をより確かなもの

にしたい。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者には下線） 
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